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こころでつながろう！福井
　令和3年3月19日㈮、県社会福祉センターに「ふくい外国
人介護職員支援センター」が開所しました。今回の開所に
より、技能実習制度を活用したタイ人介護人材の受入れが
本格的に進められます。県内介護サービスの基盤強化とと
もに、技能移転を通じた開発途上国等への「人づくり」への
貢献を目指します。（特集ページに関連記事）

8P ◆寄付・寄贈
◆「積善会号」があなたのまちへ
　　  ～福祉サービス車両購入助成事業～
◆本会ホームページのバナー広告を
　募集します！

社協TOPICS
◆新型コロナウイルス感染症の影響で
　収入が減少し生活が困窮する方へ
◆令和3年度「ふくい福祉就職フェア」のご案内
◆第24回（令和3年度）
　福井県介護支援専門員実務研修受講試験

6,7P

報告
◆令和3年度事業計画・当初予算の概要

4,5P

賛助会員一覧・賛助会員募集別紙

♥3月15日（月）
寄贈者

寄贈先

明治安田生命保険　福井支社様
自動手指消毒器　200台（私の地元応援募金の寄付金を活用）
県内市町社会福祉協議会

♥3月22日（月）
寄付者

寄付先

一般社団法人　福井県電業協会様
寄付金　30万円
福井県社会福祉協議会

心温まる寄付・寄贈に心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に活用させていただきます。

助 成 法 人 か ら の メ ッ セ ー ジ

　この度は福祉サービス車両購入助成金をいただき誠にありが
とうございました。「バスが新しくなった！」「乗るの楽しみ！！」
と子ども達もとても喜んでおります。この車両のおかげで、児
童クラブの送迎や園児の園外活動を安全に行うことができるよ
うになりました。貴重な助成金をいただいたことに感謝しなが
ら、今後も地域の子育て支援に貢献できるよう大切に使わせて
いただきたいと思います。

　県社協では、県内社会福祉法人の福祉サービス車両購入助成事業として、令和２
年度は至誠福祉会（坂井市）に助成を行いました。

～福祉サービス車両購入助成事業～

助成車両【トヨタ ハイエース（幼児バス）】

このマークの車が
県内を走ります !

◆概要　※広告データの作成は広告主が行うこと ◆掲載料金（一括納入）

掲載位置

募集枠数

規　　格

画像形式

容　　量

掲載期間

県社協ホームページトップページ下段

10枠

サイズ　縦70ピクセル、横220ピクセル

GIF形式、JPEG形式、PNG形式のいずれか

25KB以内

6か月もしくは12か月

掲載基準
・条件等

「社会福祉法人福井県社会福祉協議会ホームページ
バナー広告掲載要綱」を遵守していただきます。

掲載月数

6か月

12か月

1枠あたりの掲載料（税込）

会員（※）

12,000円

24,000円

非会員

15,000円

30,000円

※会員…県社協会員（市町社協会員、民生委員会
員、社会福祉施設会員、介護保険事業所
会員、団体会員、賛助会員）のこと



団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０

２
５
年
、
さ
ら
に
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
と

な
る
２
０
４
０
年
を
前
に
、
福
祉
、
と
り
わ

け
介
護
人
材
の
確
保
や
養
成
を
め
ぐ
る
ニ
ー

ズ
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

加
え
て
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
介
護
・
医
療
職
の

献
身
的
な
取
組
み
と
は
裏
腹
に
求
職
者
の
就

業
へ
の
不
安
や
意
欲
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
介
護
人
材
を
確
保
す
る

新
た
な
手
立
て
と
し
て
、
外
国
人
材
を
活
用

す
る
取
組
み
が
全
国
、
さ
ら
に
は
本
県
で
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
も
外
国

人
介
護
人
材
の
受
入
れ
を
検
討
す
る
施
設
・

事
業
所
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

◆
タ
イ
の
高
校
と
連
携
し
た

介
護
人
材
育
成

県
と
県
社
協
で
は
、
施
設
・
事
業
所
の
外

国
人
介
護
人
材
の
確
保
を
促
進
す
る
た
め
、

技
能
実
習
制
度
（※

次
頁
用
語
解
説
）
を
活
用

し
た
タ
イ
か
ら
の
介
護
人
材
の
受
入
れ
に
向

け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、タ
イ
の
高
校
と
連
携
し
て
、

日
本
語
と
介
護
に
関
す
る
教
育
を
行
い
、
卒

業
後
に
福
井
の
介
護
現
場
で
働
き
な
が
ら
介

護
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で

す
。
タ
イ
に
お
け
る
教
育
、
入
国
後
の
教
育

の
い
ず
れ
も
介
護
福
祉
士
が
直
接
指
導
し
、

ま
た
、
施
設
で
の
実
習
期
間
中
も
一
貫
性
の

あ
る
指
導
支
援
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
全
国
で
も
例
が
な

い
た
め
、
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
タ
イ
で
幅

広
い
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
ド
ゥ
ア
ン
・
プ

ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
（※

次
頁
用
語
解
説
）
や
多

く
の
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
来
年
秋

の
第
一
陣
の
入
国
の
実
現
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

◆
タ
イ
か
ら
の
技
能
実
習
生

受
入
れ
の
メ
リ
ッ
ト

今
回
、
タ
イ
を
対
象
国
と
し
た
理
由
の
一

つ
に
は
、
本
県
の
海
外
事
務
所
が
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
に
あ
り
、
現
地
と
の
調
整
が
円
滑
に

行
え
る
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
渡
航
が
困
難
な
状

況
下
で
は
、大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
タ
イ
か
ら
は
、
ベ
ト

ナ
ム
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
と

比
較
し
て
技
能
実
習
生
の
受
入
数
が
少
な

く
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
の
関
与
リ
ス
ク
が
低
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
、

高
齢
者
を
敬
い
、
親
身
に
高
齢
者
の
世
話
を

す
る
タ
イ
の
国
民
性
も
介
護
と
い
う
職
と
の

親
和
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
ふ
く
い
外
国
人
介
護
職
員

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

２
０
２
１
年
２
月
、
県
社
協
は
外
国
人
技

能
実
習
機
構
か
ら
監
理
団
体
（※

次
頁
用
語
解

説
）
の
許
可
を
受
け
、
３
月
に
は
「
ふ
く
い

外
国
人
介
護
職
員
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
、
タ
イ
側
と
の
折

衝
や
制
度
の
運
用
、
円
滑
な
実
習
実
施
の
サ

ポ
ー
ト
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

加
え
て
、
公
益
性
の
高
い
県
社
協
に
は
、

通
常
の
監
理
団
体
以
上
の
取
組
み
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
県
内
唯
一
の
介
護
専
門
の
監

理
団
体
と
し
て
、
県
介
護
福
祉
士
会
と
連
携

し
た
専
門
的
な
相
談
や
実
習
指
導
を
行
う
ほ

か
、
継
続
的
な
日
本
語
学
習
支
援
や
常
勤
の

通
訳
を
配
置
し
て
支
援
を
行
う
な
ど
に
よ
り

期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

◆
タ
イ
の
認
定
送
出
機
関
か
ら

技
能
実
習
生
を
受
入
れ

前
述
の
タ
イ
の
高
校
と
連
携
し
た
枠
組
み

と
並
行
し
、
県
社
協
と
し
て
監
理
団
体
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
た
め
、
既
に
実
績
の
あ
る
タ

イ
の
認
定
送
出
機
関
と
の
提
携
に
よ
る
技
能

実
習
生
の
受
入
れ
準
備
を
進
め
て
お
り
、
今

年
の
秋
に
第
一
期
生
が
入
国
す
る
予
定
で
す
。

受
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
福
祉
士
を

現
地
に
派
遣
し
て
の
教
育
や
受
入
施
設
に
よ

る
母
国
研
修
費
の
支
援
を
行
う
な
ど
、施
設
・

事
業
所
、
技
能
実
習
生
双
方
に
有
益
と
な
る

枠
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

◆
外
国
人
が
福
井
で

働
き
続
け
る
た
め
に

タ
イ
か
ら
の
技
能
実
習
生
に
は
、
高
齢
化

が
急
速
に
進
む
タ
イ
の
介
護
分
野
の
基
盤
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
日
本
の
介
護
技

術
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
、
実
習
期
間
を
通
じ
て
福
井
の
良
さ
、

働
き
や
す
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

少
し
で
も
長
く
福
井
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
実
習
生
お
よ
び
実

習
施
設
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

県
社
協
と
し
て
は
、
介
護
現
場
や
関
係
機
関

と
の
協
力
体
制
の
も
と
、
今
後
、
福
井
の
介
護

を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
り
得
る
外
国
人
介

護
人
材
が
安
心
し
て
福
井
で
暮
ら
し
、
働
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

タ
イ
の
高
齢
化
の
状
況
は

確
実
に
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て
い

ま
す
が
、
介
護
を
始
め
と
し
た
高
齢

者
支
援
シ
ス
テ
ム
が
十
分
で
あ
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
技
能
実
習
生
が
福

井
県
の
優
れ
た
介
護
技
術
を
学
び
、

持
ち
帰
る
こ
と
で
、
母
国
の
介
護
分

野
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
人
の
気
質
は

私
自
身
、
タ
イ
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
人
々
は
寛
大
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
あ
り
、
タ
イ
人
技
能
実
習
生
は
日

本
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
笑
顔

に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

監
理
団
体
通
訳
と
し
て
の
抱
負
は

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
通
訳

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
福
井

県
と
タ
イ
の
関
係
強
化
に
寄
与
し
、

タ
イ
人
技
能
実
習
生
が
福
井
県
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な

る
よ
う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ふ
く
い
外
国
人
介
護
職
員
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み

〜
技
能
実
習
制
度
の
監
理
団
体
業
務
を
開
始
〜

特集

監
理
団
体
と
し
て
の

県
社
協
の
取
組
み

構
の
審
査
と
主
務
大
臣
の
許
可
を
受
け

て
、
実
習
監
理
を
行
い
ま
す
。
技
能
実

習
計
画
の
作
成
指
導
、
入
国
後
講
習
の

実
施
、
実
習
実
施
者
に
対
す
る
訪
問
指

導
や
監
査
、
相
談
対
応
等
を
行
う
、
営

利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で
す
。

▼
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）

経
済
活
動
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し

た
特
例
的
な
受
入
制
度
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
３
か

国
か
ら
受
け
入
れ
、
介
護
福
祉
士
候
補

者
と
し
て
入
国
し
、
介
護
施
設
で
の
就

労
・
研
修
等
を
経
て
、
介
護
福
祉
士
資

格
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

▼
在
留
資
格
「
介
護
」

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
を
卒
業
し
た

留
学
生
等
が
、
介
護
福
祉
士
資
格
を
取

得
し
た
在
留
資
格
「
介
護
」
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

▼
特
定
技
能

一
定
の
専
門
性
・
技
能
を
有
し
、
即

戦
力
と
な
る
外
国
人
を
対
象
と
す
る
在

留
資
格
と
し
て
の
「
特
定
技
能
」
が
創

設
さ
れ
、
介
護
分
野
も
そ
の
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

センター看板設置（杉本知事・小藤会長）

外国人介護人材の受入状況・希望等に関するアンケート調査結果より【2021年2月県社協実施（対象：県内の高齢者介護施設・事業所）】

雇用している
23%

雇用していない
77%

雇用を考えている
10%

検討中
29%当面雇用

しない予定
61%

■
技
能
実
習
制
度

技
能
実
習
制
度
は
、
国
際
社
会
と
の

調
和
に
よ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
開
発

途
上
国
等
か
ら
の
人
材
を
受
け
入
れ
、

日
本
で
培
っ
た
技
能
や
知
識
な
ど
の
移

転
（
技
術
移
転
）
を
図
り
、
帰
国
後
は

母
国
の
経
済
発
展
を
担
う
「
人
づ
く
り
」

へ
の
協
力
を
め
ざ
し
て
創
設
さ
れ
た
国

際
協
力
、
国
際
貢
献
を
主
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。
２
０
１
７
年
11
月
か
ら
、

介
護
職
種
が
追
加
さ
れ
、
全
国
各
地
で

受
入
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

■
ド
ゥ
ア
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団

　

タ
イ
の
ス
ラ
ム
地
区
を
対
象
と
し
た

教
育
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
事
業

を
40
年
以
上
行
う
非
営
利
団
体
。
数
多

く
の
社
会
貢
献
活
動
の
中
で
、
ス
ラ
ム

の
子
ら
が
自
分
自
身
の
生
き
方
を
見
つ

け
る
「
生
き
な
お
し
学
校
」
の
取
組
み

と
福
井
県
が
連
携
し
、
技
能
実
習
制
度

活
用
に
よ
る
タ
イ
人
技
能
実
習
生
の
受

入
れ
を
進
め
ま
す
。

※
 

同
財
団
の
創
設
者
・
事
務
局
長
の
プ

ラ
テ
ィ
ー
プ
・
ウ
ン
ソ
ン
タ
ム
・
秦
氏
は
、

今
年
、
春
の
叙
勲
（
旭
日
中
綬
章
）
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

■
監
理
団
体

監
理
団
体
は
、
外
国
人
技
能
実
習
機

用
語
解
説

技
能
実
習
以
外
の
外
国
人

介
護
人
材
の
主
な
在
留
資
格

現
在
の
外
国
人
の
雇
用
状
況

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
な
い
事
業
所
の

今
後
の
外
国
人
雇
用
予
定

※回答125事業所 ※回答163事業所
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団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０

２
５
年
、
さ
ら
に
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
と

な
る
２
０
４
０
年
を
前
に
、
福
祉
、
と
り
わ

け
介
護
人
材
の
確
保
や
養
成
を
め
ぐ
る
ニ
ー

ズ
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

加
え
て
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
介
護
・
医
療
職
の

献
身
的
な
取
組
み
と
は
裏
腹
に
求
職
者
の
就

業
へ
の
不
安
や
意
欲
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
介
護
人
材
を
確
保
す
る

新
た
な
手
立
て
と
し
て
、
外
国
人
材
を
活
用

す
る
取
組
み
が
全
国
、
さ
ら
に
は
本
県
で
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
も
外
国

人
介
護
人
材
の
受
入
れ
を
検
討
す
る
施
設
・

事
業
所
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

◆
タ
イ
の
高
校
と
連
携
し
た

介
護
人
材
育
成

県
と
県
社
協
で
は
、
施
設
・
事
業
所
の
外

国
人
介
護
人
材
の
確
保
を
促
進
す
る
た
め
、

技
能
実
習
制
度
（※

次
頁
用
語
解
説
）
を
活
用

し
た
タ
イ
か
ら
の
介
護
人
材
の
受
入
れ
に
向

け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、タ
イ
の
高
校
と
連
携
し
て
、

日
本
語
と
介
護
に
関
す
る
教
育
を
行
い
、
卒

業
後
に
福
井
の
介
護
現
場
で
働
き
な
が
ら
介

護
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で

す
。
タ
イ
に
お
け
る
教
育
、
入
国
後
の
教
育

の
い
ず
れ
も
介
護
福
祉
士
が
直
接
指
導
し
、

ま
た
、
施
設
で
の
実
習
期
間
中
も
一
貫
性
の

あ
る
指
導
支
援
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
全
国
で
も
例
が
な

い
た
め
、
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
タ
イ
で
幅

広
い
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
ド
ゥ
ア
ン
・
プ

ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
（※

次
頁
用
語
解
説
）
や
多

く
の
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
来
年
秋

の
第
一
陣
の
入
国
の
実
現
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

◆
タ
イ
か
ら
の
技
能
実
習
生

受
入
れ
の
メ
リ
ッ
ト

今
回
、
タ
イ
を
対
象
国
と
し
た
理
由
の
一

つ
に
は
、
本
県
の
海
外
事
務
所
が
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
に
あ
り
、
現
地
と
の
調
整
が
円
滑
に

行
え
る
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
渡
航
が
困
難
な
状

況
下
で
は
、大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
タ
イ
か
ら
は
、
ベ
ト

ナ
ム
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
と

比
較
し
て
技
能
実
習
生
の
受
入
数
が
少
な

く
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
の
関
与
リ
ス
ク
が
低
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
、

高
齢
者
を
敬
い
、
親
身
に
高
齢
者
の
世
話
を

す
る
タ
イ
の
国
民
性
も
介
護
と
い
う
職
と
の

親
和
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
ふ
く
い
外
国
人
介
護
職
員

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

２
０
２
１
年
２
月
、
県
社
協
は
外
国
人
技

能
実
習
機
構
か
ら
監
理
団
体
（※

次
頁
用
語
解

説
）
の
許
可
を
受
け
、
３
月
に
は
「
ふ
く
い

外
国
人
介
護
職
員
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
、
タ
イ
側
と
の
折

衝
や
制
度
の
運
用
、
円
滑
な
実
習
実
施
の
サ

ポ
ー
ト
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

加
え
て
、
公
益
性
の
高
い
県
社
協
に
は
、

通
常
の
監
理
団
体
以
上
の
取
組
み
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
県
内
唯
一
の
介
護
専
門
の
監

理
団
体
と
し
て
、
県
介
護
福
祉
士
会
と
連
携

し
た
専
門
的
な
相
談
や
実
習
指
導
を
行
う
ほ

か
、
継
続
的
な
日
本
語
学
習
支
援
や
常
勤
の

通
訳
を
配
置
し
て
支
援
を
行
う
な
ど
に
よ
り

期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

◆
タ
イ
の
認
定
送
出
機
関
か
ら

技
能
実
習
生
を
受
入
れ

前
述
の
タ
イ
の
高
校
と
連
携
し
た
枠
組
み

と
並
行
し
、
県
社
協
と
し
て
監
理
団
体
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
た
め
、
既
に
実
績
の
あ
る
タ

イ
の
認
定
送
出
機
関
と
の
提
携
に
よ
る
技
能

実
習
生
の
受
入
れ
準
備
を
進
め
て
お
り
、
今

年
の
秋
に
第
一
期
生
が
入
国
す
る
予
定
で
す
。

受
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
福
祉
士
を

現
地
に
派
遣
し
て
の
教
育
や
受
入
施
設
に
よ

る
母
国
研
修
費
の
支
援
を
行
う
な
ど
、施
設
・

事
業
所
、
技
能
実
習
生
双
方
に
有
益
と
な
る

枠
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

◆
外
国
人
が
福
井
で

働
き
続
け
る
た
め
に

タ
イ
か
ら
の
技
能
実
習
生
に
は
、
高
齢
化

が
急
速
に
進
む
タ
イ
の
介
護
分
野
の
基
盤
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
日
本
の
介
護
技

術
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
、
実
習
期
間
を
通
じ
て
福
井
の
良
さ
、

働
き
や
す
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

少
し
で
も
長
く
福
井
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
実
習
生
お
よ
び
実

習
施
設
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

県
社
協
と
し
て
は
、
介
護
現
場
や
関
係
機
関

と
の
協
力
体
制
の
も
と
、
今
後
、
福
井
の
介
護

を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
り
得
る
外
国
人
介

護
人
材
が
安
心
し
て
福
井
で
暮
ら
し
、
働
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

タ
イ
の
高
齢
化
の
状
況
は

確
実
に
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て
い

ま
す
が
、
介
護
を
始
め
と
し
た
高
齢

者
支
援
シ
ス
テ
ム
が
十
分
で
あ
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
技
能
実
習
生
が
福

井
県
の
優
れ
た
介
護
技
術
を
学
び
、

持
ち
帰
る
こ
と
で
、
母
国
の
介
護
分

野
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
人
の
気
質
は

私
自
身
、
タ
イ
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
人
々
は
寛
大
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
あ
り
、
タ
イ
人
技
能
実
習
生
は
日

本
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
笑
顔

に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

監
理
団
体
通
訳
と
し
て
の
抱
負
は

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
通
訳

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
福
井

県
と
タ
イ
の
関
係
強
化
に
寄
与
し
、

タ
イ
人
技
能
実
習
生
が
福
井
県
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な

る
よ
う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ふ
く
い
外
国
人
介
護
職
員
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み

〜
技
能
実
習
制
度
の
監
理
団
体
業
務
を
開
始
〜

特集

監
理
団
体
と
し
て
の

県
社
協
の
取
組
み

構
の
審
査
と
主
務
大
臣
の
許
可
を
受
け

て
、
実
習
監
理
を
行
い
ま
す
。
技
能
実

習
計
画
の
作
成
指
導
、
入
国
後
講
習
の

実
施
、
実
習
実
施
者
に
対
す
る
訪
問
指

導
や
監
査
、
相
談
対
応
等
を
行
う
、
営

利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で
す
。

▼
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）

経
済
活
動
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し

た
特
例
的
な
受
入
制
度
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
３
か

国
か
ら
受
け
入
れ
、
介
護
福
祉
士
候
補

者
と
し
て
入
国
し
、
介
護
施
設
で
の
就

労
・
研
修
等
を
経
て
、
介
護
福
祉
士
資

格
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

▼
在
留
資
格
「
介
護
」

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
を
卒
業
し
た

留
学
生
等
が
、
介
護
福
祉
士
資
格
を
取

得
し
た
在
留
資
格
「
介
護
」
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

▼
特
定
技
能

一
定
の
専
門
性
・
技
能
を
有
し
、
即

戦
力
と
な
る
外
国
人
を
対
象
と
す
る
在

留
資
格
と
し
て
の
「
特
定
技
能
」
が
創

設
さ
れ
、
介
護
分
野
も
そ
の
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

センター看板設置（杉本知事・小藤会長）

外国人介護人材の受入状況・希望等に関するアンケート調査結果より【2021年2月県社協実施（対象：県内の高齢者介護施設・事業所）】

雇用している
23%

雇用していない
77%

雇用を考えている
10%

検討中
29%当面雇用

しない予定
61%

■
技
能
実
習
制
度

技
能
実
習
制
度
は
、
国
際
社
会
と
の

調
和
に
よ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
開
発

途
上
国
等
か
ら
の
人
材
を
受
け
入
れ
、

日
本
で
培
っ
た
技
能
や
知
識
な
ど
の
移

転
（
技
術
移
転
）
を
図
り
、
帰
国
後
は

母
国
の
経
済
発
展
を
担
う
「
人
づ
く
り
」

へ
の
協
力
を
め
ざ
し
て
創
設
さ
れ
た
国

際
協
力
、
国
際
貢
献
を
主
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。
２
０
１
７
年
11
月
か
ら
、

介
護
職
種
が
追
加
さ
れ
、
全
国
各
地
で

受
入
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

■
ド
ゥ
ア
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団

　

タ
イ
の
ス
ラ
ム
地
区
を
対
象
と
し
た

教
育
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
事
業

を
40
年
以
上
行
う
非
営
利
団
体
。
数
多

く
の
社
会
貢
献
活
動
の
中
で
、
ス
ラ
ム

の
子
ら
が
自
分
自
身
の
生
き
方
を
見
つ

け
る
「
生
き
な
お
し
学
校
」
の
取
組
み

と
福
井
県
が
連
携
し
、
技
能
実
習
制
度

活
用
に
よ
る
タ
イ
人
技
能
実
習
生
の
受

入
れ
を
進
め
ま
す
。

※
 

同
財
団
の
創
設
者
・
事
務
局
長
の
プ

ラ
テ
ィ
ー
プ
・
ウ
ン
ソ
ン
タ
ム
・
秦
氏
は
、

今
年
、
春
の
叙
勲
（
旭
日
中
綬
章
）
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

■
監
理
団
体

監
理
団
体
は
、
外
国
人
技
能
実
習
機

用
語
解
説

技
能
実
習
以
外
の
外
国
人

介
護
人
材
の
主
な
在
留
資
格

現
在
の
外
国
人
の
雇
用
状
況

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
な
い
事
業
所
の

今
後
の
外
国
人
雇
用
予
定
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